
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
○ 機器点検・総合点検における一斉開放弁の機能点検・確認の実施期間が変更になりました。 
○ 総合点検における分布等の確認の実施期間が変更になりました。 
○ 総合点検においてＰＦＯＳ含有泡消火薬剤は、「消火薬剤の機能を維持するための措置」を講じている

ことが確認できた場合に分布等の項目が免除されていましたが、ＰＦＯＳ含有泡消火薬剤だけでなく、

全ての泡消火薬剤（水成膜・合成界面活性剤・たん白）が対象になりました。 
○ 「消火薬剤の機能を維持するための措置」の手段の１つであるサンプリング検査の対象期間が、薬剤

（水成膜・合成界面活性剤・たん白）ごとに設定されました。 

泡消火設備の  点検基準が令和３年５月２４日に、 

点検要領が令和３年５月２７日に 改正されました。 

  
○ 設置から１５年を経過していない場合： 

 機器点検において機能点検（一斉開放弁の開放）は不要です。 

○ 設置から１５年を経過し２０年を経過しない場合： 

 設置後２０年を経過するまでに最低１回実施し、次回以降は、最後に実施してから５年を経過す

るまでの任意の時期に実施してください。 

○ 設置から２０年を経過している場合： 

 最後に実施した機能点検から５年を経過するまでの任意の時期に実施して下さい。何らかの理由

により、実施できていない一斉開放弁は、速やかに実施して下さい。 

○ 機器点検もしくは総合点検で機能を確認してから５年を経過していない場合： 

 機器点検もしくは総合点検での機能点検は不要です。 

２．機器点検と総合点検における一斉開放弁の機能点検について 

 

 

 

 

 

○ 「設置・交換」とは、設置届の年月日のことで、これが「基準年」となります。 

○ 「設置後 15 年を経過するまで」とは、例えば 2009 年 4 月 15 日に設置した場合、2024 年 4 月 15 日までに

実施すること、という意味になります。 
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６．一斉開放弁と泡消火薬剤の点検頻度について 

１．概要 

  

○ サンプリング検査は、消防庁通知に基づき泡消火薬剤貯蔵槽から泡消火薬剤原液の一部をサンプリン

グし、製造会社等にて所定の 7項目について検査するものです。 

○ 各検査項目は、①比重、②粘度、③水素イオン濃度、④沈殿量、⑤膨張率、⑥25％還元時間、⑦その他

薬剤の種類ごとの検査 の 7項目です。 

５．サンプリング検査について 

  
○ 泡消火薬剤（水成膜・合成界面活性剤）の設置・交換から１５年経過するまでの間、分布等の点検項

目は確認不要です。 

○ 泡消火薬剤（たん白）の設置・交換から５年経過するまでの間、分布等の点検項目は確認不要です。 

○ 「消火薬剤の機能を維持するための措置」を講じている場合、分布等の点検項目は確認済みとみなし

ます。 

３．総合点検における分布等の確認について 

  
○ 実際に泡放射かサンプリング検査を行ってから５年以内であること。 

○ 基準年（設置・交換）から３０年を経過した場合は、実際に泡放射かサンプリング検査を行ってから

３年以内であること。 

○ たん白泡消火薬剤の場合は、実際に泡放射かサンプリング検査を行ってから３年以内であること。 

４．「消火薬剤の機能を維持するための措置」を講じている場合について 

※1「消火薬剤の機能を維持するための措置」を講じた場合の点検頻度 

※2（一社）日本消火装置工業会発行「消火設備の維持管理に関するご提案」より 

詳細：「泡消火薬剤の機能を維持するための措置 サンプリング

検査について」（当工業会発行） 
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お問合せ先： 

一般社団法人 日本消火装置工業会 

電 話：03-5404-2181（代表）  FAX：03-5404-7371 

E-mail：shou-sou@shosoko.or.jp  URL：http://www.shosoko.or.jp/ 

防火対象物に設置される 

泡消火設備の点検基準・点検要領 

の改正について 

日消装発第Ｒ０３－５５号 
関係各位 

令和 3 年 12 月 
一般社団法人 日本消火装置工業会 

 
泡消火設備の点検基準・点検要領の改正について 

 
時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
平素より消火設備機器の維持管理に特段のご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、令和 3 年 5 月 24 日に「消防庁告示第 6 号」が公布・即日施行されました。 
 また、併せて消防予第 270 号（令和 3 年 5 月 27 日）が発出され、泡消火設備の点検要領

が改正されました。 
 本改正は、点検業務における負担軽減および外部環境への放出頻度低減を図る目的で、泡

消火設備の一斉開放弁及び分布等の点検基準の合理化や、ペルフルオロオクタンスルホン酸

とその塩（以下「ＰＦＯＳ」）を含まない泡消火設備についても「消火薬剤の機能を維持する

ための措置」としてサンプリング検査を認めるものです。 
（一社）日本消火装置工業会では、泡消火設備を所有される方、工事や点検で取り扱われ

る方など多くの関係者に内容を正しく理解して、正しく運用して頂くため、概要を本リーフ

レットとして纏めました。 
 関係各位におかれましては、当該泡消火設備の適切な維持管理についてご協力をお願い申

し上げます。 
以上 

  
○ 加圧送水装置の起動確認を遠隔で行う場合において、手動起動弁を操作するのは任意の１区画でよい

と明確化されました 特定の放射区域に偏ることがないように、点検ごとに異なる放射区域を選択し

て点検を実施してください。 

７．手動起動弁による加圧送水装置の起動確認 

  
○ 泡消火薬剤や泡水溶液を廃棄する場合は産業廃棄物として適切に処理してください。 

点検や訓練で使用した場合も、産業廃棄物として回収・処理するようにしてください。 
○ ＰＦＯＳを含む泡消火薬剤を廃棄する場合は、「ＰＦＯＳ含有廃棄物の処理に関する技術的留意事項」

に従って適切に処理してください。（ＰＦＯＡについては、技術的留意事項が示されるまでの間、ＰＦ

ＯＳと同様の処理をお願いします。） 
○ ＰＦＯＳやＰＦＯＡに限らず有機フッ素化合物は将来、環境等への影響が懸念される可能性がありま

す。したがって、技術的留意事項が示されているか否かには関わらず、有機フッ素化合物を原料とし

て使用している泡消火薬剤は焼却処理を推奨※します。 
※活性汚泥処理など他の方法では有機フッ素化合物を有効に分解できない可能性があります。 

１０．廃棄処理などのその他の項目 

  
○ 分布等について、泡放射によらない点検を実施した場合は、点検票の備考欄に「消火薬剤の機能を維

持するための措置」を講じていることを記載して下さい。 
○ 「消火薬剤の機能を維持するための措置」を講じていることが確認できる資料は維持台帳に編纂し、

消防機関による査察時等に提示できるように管理して下さい。 

８．点検結果報告書への記載方法 

  
○ どの一斉開放弁の点検を実施したか記録した方が便利です。 
○ 記録票には「区画番号」「区域名称」「型式番号」「整理番号」「計画年月」「実施日」「点検結果」「交換

の有無」等の項目を記載して下さい。 

９．一斉開放弁の点検実施記録票の作成 
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